
情報ゼミ／メディアゼミ ガイダンス 
2012 年 9 月 14 日 

担当責任教員：増田英孝 

 

１．配属方法 

・ 別紙Ⅰの先生の名前の前に、希望順位を書く。 

先生は、14 名なので、1番から 14 番まで、必ず書くこと。 

・成績順に割り振りを行う。 

・ゼミの配属学生数 

－最低配属数：5名 

－最大配属数：12 名（注：最低配属数の調整で、若干少なくなることもある） 

２．授業内容 

・ 各先生が設定するテーマで進める。 

・ 各ゼミの中で、就職に関する指導を行う。 

３．授業時間の割り振り 

  2 時限目はメディアを主に、3時限目は情報を主に配置している。 

 （２時限目：メディアゼミ） 

矢島、斉藤（剛）、小坂、高橋、鉄谷、森本 

（３時限目 ：情報ゼミ） 

安田、絹川、佐々木、小山、中島、川澄、増田、山田 

    注：履修申告では、上記で配属された先生の時限の授業を申告すること。 

４． 希望調書の提出 

   本日（14日）の3時限目、13:10～13:40  FI科演習室 増田まで。 

５．配属の発表 

9 月 25 日（火）までに演習室ページから配属結果ページへのリンクを用意する。 

６．授業開始 

9 月 28 日（金）から、各先生の指定している場所に行くこと。 

７．その他 

  事前連絡なしに説明会に参加していない学生は、最大配属数を満たしていない先生に割

り振られる。 



テーマ説明会 
 

－ 9月14日（金）２時限目 

(スケジュール) 

10:45～11:05 全体ガイダンス(増田) 

11:10～12:05 各教員のテーマ説明 

・矢島      11:10～11:13 

・齊藤   11:14～11:17 

・小坂   11:18～11:21 

・高橋   11:22～11:25 

・鉄谷   11:26～11:29 

・森本   11:30～11:33 

・絹川   11:34～11:37 

・佐々木   11:38～11:41 

・小山    11:42～11:45 

・中島   11:46～11:49 

・川澄   11:50～11:53 

・増田   11:54～12:57 

・山田   11:58～12:01 

・安田   12:02～12:05 

 

－ 9月14日（金）３時限目 

 希望調書の回収（増田） 13:10～13:40。場所は、FI科演習室教壇 
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Open-CV,  ArToolKit
Still Animation

MATLAB
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Visual Computing
Annex 2A
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Visual Computing
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Motion Interaction
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メディアゼミ ガイダンス
「CGまたはメディアアートに関する

ミニ研究プロジェクト」

森本研（？）

2012.9.14 メディアゼミガイダンス 森本研「CGまたはメディアアートに関するミニ研究プロジェクト」

1

通常の研究の流れ

1. 研究テーマを決める

–ディスカッション＆調査

2. 手法（アルゴリズム）の構築

3. 実装

–プログラミングなど

4. 結果出力

5. 検証

–比較実験、ユーザスタディなど

全部は無理なので、
希望を聞きながら進める。

特に希望がなければ、
←青文字の部分を予定。ディスカッ
ション、調査方法、プレゼン、OpenCV

など。

2012.9.14 メディアゼミガイダンス 森本研「CGまたはメディアアートに関するミニ研究プロジェクト」

2

どんな研究？

• CGの研究（専門）

–特に非写実的表現

3

水彩画表現
[Curtis 1997]

・N-S方程式

東洋絵の具
[Chu 2005]

・LBE
・GPUでリアルタイム

ろうけつ染め
[Wyvill 2004]

・蝋のひび
・非物理ベース

Illustrative style [Li 2007]点描画[Lu 2007]

2012.9.14 メディアゼミガイダンス 森本研「CGまたはメディアアートに関するミニ研究プロジェクト」

染色の表現アプリ
• 物理シミュレーション＋UI

4

全体の流れと機能を示すボタン

実物作成のためのデザイン図出力

2012.9.14 メディアゼミガイダンス 森本研「CGまたはメディアアートに関するミニ研究プロジェクト」

写真をイラストにする研究

5

実際のニューロン画像 ニューロンの
イラストレーション

• コンセプト

• 研究経過

ニューロンの写真 抽出された輪郭線 研究の成果

2012.9.14 メディアゼミガイダンス 森本研「CGまたはメディアアートに関するミニ研究プロジェクト」

メディアアート関連

6

スタジオリッカHP

馬場さん フレクトリックドラムス[youtube] 藤木さん 無限回廊

松尾さんの
HP

2012.9.14 メディアゼミガイダンス 森本研「CGまたはメディアアートに関するミニ研究プロジェクト」



３Ｄ映像自動創成技術とその応用 by 安田 浩

メディアゼミ説明資料



平成２４度後期平成２４度後期 情報ゼミ情報ゼミ

メタデータ技術とセマンティックウェブメタデータ技術とセマンティックウェブ
by   by   絹川博之絹川博之

目的：目的：Web Web 情報の検索、分類、活用の基礎技術の習得情報の検索、分類、活用の基礎技術の習得

曽根原登他：メタデータ技術とセマンティックウェブ曽根原登他：メタデータ技術とセマンティックウェブ
東京電機大学出版局，東京電機大学出版局，ISBN4ISBN4--501501--5406054060--5  (5  (¥¥2900)2900)

進め方：分担部分を事前に購読し，進め方：分担部分を事前に購読し，PowerPoint PowerPoint で解説で解説

評価：出席＋努力度＋レポート＋理解度評価：出席＋努力度＋レポート＋理解度

初回：平成２４年９月２８日（金）初回：平成２４年９月２８日（金） ３時限３時限 今後の進め方今後の進め方
（（必ず出席のこと．書籍の入手が望ましい必ず出席のこと．書籍の入手が望ましい））

場所：１号館４階１４１２セミナー室場所：１号館４階１４１２セミナー室

連絡先：ＴＥＬ：０３－５２８連絡先：ＴＥＬ：０３－５２８44－－55675567 内線：２８１０内線：２８１０
EE--mail: mail: kinukawa@imkinukawa@im..dendai.ac.jpdendai.ac.jp

2

情報セキュリティ研究室（佐々木）

１）研究室名：情報セキュリティ研究室
2) 教員名：佐々木良一 ・本間祐太（修士学生）
3) テーマ名：セキュリティ被害の実態把握とE-Learningコンテンツ

の作成
4) 内容・進め方・評価方法など：

（１）フィッシングなどのセキュリティ被害の実態を調査する。
（２）情報セキュリティ教育のためのeラーニング教材作成システム
ELSECの使い方を学習する。
（３）ELSECを用いアンチフィッシング対策などのコンテンツを作成

することによりセキュリティ対策に関する深い理解を可能とする。
（４）作成したコンテンツを発表し評価してもらう。
5) 初回実施日時 (１０月５日 ３限) 金曜3時限
6) 初回実施場所：１号館4階FI科演習室１



テーマ 映像の心理学

担当 小山裕徳

ゼミでや
ること

｢映像の心理学（マルチメディアの基
礎）を輪読する。また、関連した簡単
な映像コンテンツを作成する。

内容 運動知覚、立体視、錯視、映像の認
知、映像効果、映像編集の心理、な
ど。視覚生理学についても学ぶ。

フリーライブラリを活用した画像処理フリーライブラリを活用した画像処理
2012.92012.9 情報メディア学科情報メディア学科 中島中島 克人克人

想定対象
画像・映像処理，画像認識に興味のある学生
プログラミングに興味のある／得意な／力を付けたいと思う学生

内容
OpenCV（Computer Vision用ライブラリ）を活用し、画像処理の
プログラミングとアルゴリズムを演習を通じて学ぶ
Windows上の Visual Studio （VC++）環境で C++ や C言語を使用

環境設定，共通の演習を行った後，各自で独自の目標を定めつつ，色々なライブ
ラリ関数（アルゴリズム）を試し，その結果の発表を行う

時間・場所
金曜3限・1号館1411室

テキスト＆参考書
画像処理や Visual C++関連の図書を活用。ネット上にも参考となるサイトが多数。

参考URL
授業内容概要：http://server.icl.im.dendai.ac.jp/~nakajima/open-cv-prog/JouZemi-guide.pdf

OpenCV： http://opencv.jp/opencv-2svn/cpp/

サンプルプログラムなどネット上に多数有り

12年度後期 情報ゼミ ガイダンス
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生体信号,生体情報の計測と解析 川澄正史

近年，身近な情報機器で扱われる機会が増してきた生体から
生じる信号，生体の特徴や状態を表す情報を計測・解析する。
新しい利用方法や応用可能性などを検討する。

みんなのPython第3版(輪読) 増田

• テキスト
– 柴田 淳: みんなのPython 第3版

ソフトバンククリエイティブ (2012/8/29). ¥2,940-
ISBN-10: 4797371595 ISBN-13: 978-4797371598

• 想定受講者
– Java以外の言語で武器(スクリプト言語、軽量言語)を手に

入れたい人
– 特に、将来的にWeb業界に進みそうな人

• 実施方法
– 担当部分を順番に輪読。ノートPCでデモ。

• 時間と場所
– 金曜3限 2号館2702教室
– 通常教室なので、ノートPCのバッテリを充電しておく

– http://www.cue.im.dendai.ac.jp/~masuda/ji/seminar/2012.html



Webインタラクションと推薦システム

技術の調査 （解説論文輪読・学外イベント参加）

Webインタラクションの方法に関する調査

推薦システムに関する基礎理論の調査

学外イベント参加による最新技術の調査
WebDB Forum 2012 (@秋葉原) を予定

システム提案 （発表と議論）

新規システムまたは既存システムの改良案

担当: 山田剛一

Webサイトを使いやすく、また知的なものにするための
技術を学びます（おすすめ商品、おすすめユーザ,etc ）。

詳しくは… http://www.mlab.im.dendai.ac.jp/~yamada/seminar/



（2012年度　情報／メディアゼミ配属希望調書）

希望順位は、1番から14番まで、必ず記載すること

（2時限目：メディアゼミ）

希望順位 担当の先生

矢島 敬士

齊藤 剛

小坂 直敏

高橋 時市郎

鉄谷 信二

森本 有紀

（3時限目：情報ゼミ）

希望順位 担当の先生

安田　浩

絹川 博之

佐々木 良一

小山 裕徳

中島 克人

川澄 正史

増田 英孝

山田 剛一

特記事項:

学籍番号： 氏名：




